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法人理念



支援方針



本人支援

営業時間：月～土 ９：００～１８：００

健康・生活 運動・感覚 認知・行動

言葉を聞いて答えたり動いたりする

活動を通じて、言葉の理解や伝える

力を伸ばします。相手の話を聞く力

や自分の気持ちを表現する方法を身

につけ、楽しくコミュニケーション

をとる経験を積めるよう支援します。

言語・コミュニケーション
支援者との関わりや集団遊びを通じて、

思いやりや協力する力を育みます。順

番やルールを守る遊び、役割を意識し

た活動を取り入れ、楽しく遊びながら、

円滑な人間関係を築く力を育みます。

人間関係・社会性

送迎：なし

健康状態の維持や改善、基本的生活ス

キルの習得、決まった曜日、決まった

時間に通所することで、生活リズムの

形成を支援します。

粗大運動（ジャンプ、バランスなど）

や微細運動（指先を使った遊び）を通

じて、身体や道具を操作する力を育み

ます。たくさん褒めることで、楽しみ

ながら自信を持って活動できるよう支

援します。

具体的な活動例は、ザ・イエローハウスのHPにある

「療育って何するの？」
のページもあわせてご覧ください♪

ルールの理解や気持ちの調整、表現の方法の

獲得につながる遊びや活動を取り入れ、考え

る力や落ち着いて行動する力を伸ばします。

子どもの好きなものを活用しながら、楽しく

人との関わり方や問題を解決する力を育むこ

とができるよう支援します。

個別支援計画（５領域）に沿った活動を設定し、支援しています。

https://the-yellow-house.tokyo/about.html


その他の支援

毎回のフィードバックで、活動の目的と成果をお伝え

します。

ご家庭での様子を伺い、家庭でよりよい生活を送れる

よう支援の側面から考えられることをお伝えしていき

ます。また、必要に応じてきょうだいに関する相談も

お受けしています。

保護者や通われている園から要望があった場合、

通われている園の担任と電話で情報共有を行い

支援を進めます。必要に応じて園に赴き、担任

と支援の方向性について話します。

家族支援 移行支援

地域支援
必要に応じて関係者会議に参加し、お子さんの過ごし

やすい環境について考えていきます。

同じグループの保護者同士で懇談ができる機会を設け、

同じ地域内の同年代のお子さんをお持ちの保護者との

情報共有や、関係性の構築の機会を作ります。そのほ

かに、お子さんへの関わり方や、就学に関するミニ講座を

開催しています。



その他

・定期的な職員研修

・地域の事業所職員による見学の受け入れ

・大学院生による研究協力

 ・管理者や職員が、行政職員向けの研修や地域の講演会の

講師をしています

・年中、年長保護者への学校説明会の開催

・卒業式

・避難訓練（年２回）

・定期的な「きいろいおうち便り」の発行

職員の質の向上 主な行事等

多言語対応

・英語、朝鮮語、韓国語に対応しています

・お手紙や個別支援計画書、発達検査所見書の翻訳

・メールでのやりとり

・翻訳機器を使ったコミュニケーション など
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